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小型動力ポンプ付軽消防自動車受納式（１月31日）

地域の安全安心に役立てます

　伊賀市消防本部で小型動
力ポンプ付軽消防自動車受
納式を行いました。これは、
（一社）日本損害保険協会から伊
賀市消防団へ送られたもの
です。（一社）日本損害保険協会では、防災事業の一環
として 1952 年から全国の市町村や離島に消防自動
車の寄贈を行っていて、今年度を含め今までに 2,835
台を送っています。
　今回寄贈された軽消防自動車は、伊賀市消防団阿山
分団に配備され地域の安全安心に役立てられます。

旧崇広堂書道展～藩士の気分で書道を楽しもう～
第１回 お習字しましょ !!（２月９日）

藩士の気分で

　国史跡旧崇広堂
で、小学生を対象
に旧崇広堂書道展
の第１回となる「お
習字しましょ !!」
を行いました。

　講師の峠美晴さんは「筆で書くことは鉛筆で書くよ
りも難しいものです。筆の太さや字の形を考えて書く
ことが大切です。」と説明をしました。

青少年健全育成講演会（２月９日）

子育てへのアドバイス

　精神科医で真生会富山病院心療内科部長の明橋大二
さんを講師に招き、「見逃さないで！子どもの心のＳ
ＯＳ」と題して講演を行いました。
　講師は、子どもにとって一番大切なのは「自分は人
から必要とされている」という自己肯定感を育てるこ
とだと述べました。また、子どもの心は甘えと反抗を
繰り返していて、十分甘えを受け止めてもらえた子が
自立することができると話しました。
　この日は 104 人が参加し、講演の中から子育ての
ヒントを得ている様子でした。

▲大山田温泉さる
　びのを次々に出
　発する参加者

　作品ができあがると、
子どもたちはどれが一番
上手に書けたのかお手本
と見比べたり、作品を満
足そうに眺めたりしていました。
　この日は小学生７人が参加し、およそ 200 年前の
藩士の気分を味わいました。
　子どもたちが書いた作品は、旧崇広堂で２月 22日
まで展示されました。

▲子どもの自己肯定感を育てるため
　には、ほめてあげる、小さなこと
　でもありがとうと言ってあげるこ
　とが大切だと話す明橋先生
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▲学年別に崇広堂にち
　なんだ題材が出さ
　れ子どもたちは真剣
　に取り組みました。
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第２次総合計画 基本構想最終案 答申（２月10 日）

勇気と覚悟が未来を創
つく

る

　市では、平成 18年度に基本構想と前期基本計画か
らなる最初の総合計画を、また平成 23年度には後期
基本計画を策定して、さまざまな施策や事業に取り組
んできました。このたび岡本市長の施策の方向性を示
すとともに社会経済情勢の変化なども踏まえた第２次
総合計画の策定を進めるため、各種団体や公募、学識
経験者など 20人に委員を委嘱した、総合計画審議会
（松崎壽和子会長）から、同計画の基本構想について
の答申を受け取りました。
　岡本市長は、「この総合計画をどう進行管理するか
が大切です。市民の皆さんと協働して進めていきたい

▲

岡本市長に答
　申を手渡す松
　崎会長

と思います。」と
応えました。
　松崎会長は、
「市民目線で、熱
い思いを持って審議ができました。実現すれば市民の
皆さんにとってよいまちになると思います。」と話し
ました。
　また、「今までの殻を破る勇気と覚悟が、行政にも
市民にも求めらるということを感じています。今ま
でとは違う伊賀市へと進んでいってほしいと思いま
す。」と、岡本市長が進める市政に期待を寄せました。

キラキラ・出前講座（２月 17 日）

からだ動かすの楽しいな！

▲お母さんが車になっ
　て子どもを乗せ、体
　を左右に傾けてカー
　ブを表現すると、子
　どもたちは楽しそう
　な声をあげました。

　上野南部地区市民センターで、子育て支援事業「キ
ラキラ・出前講座」を開催し、５カ月から３歳の子ど
もと保護者の７組が参加しました。
　講師の内海奈美さんの指導のもと、音楽に合わせて
親子でふれあいながら体操をしました。
　体操のあとは、子育て包括支援センターの職員によ
るパネルシアターを行いました。猟師から逃げてきた
森の動物たちが、山小屋にいるおじいさんに助けを求
めるという話で、子どもたちは興味深そうに聴き入っ
ていました。

▲音楽に合わせて腕を
　ぐるぐる動かします。

▲子育て包括支援センター職員によ
　るパネルシアターを楽しみました。


